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令和　　年度 受託研究員申請書

情報・システム研究機構受託研究員規程を遵守し、下記のとおり受託研究員の申請を
いたしますので、ご許可願います。

記

1． 氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　性別　　　　　年齢情報　太郎                                              男　　　　　　30　

2． 最終学歴・学部・学科
情報学大学　情報学部　情報学科
　　卒業年月日：2001年3月31日
3． 会社等の所属部課及び職名
（株）情報学研究所　技術開発本部　ソフトウェア工学推進センタ　研究主任
4． 委託を希望する理由
国立情報学研究所において実施するトップエスイープログラムにおいて、ソフトウェア工学に関する原則・技術の習得および実践の追及に関する活動を行いたいため。
5． 研究課題
サイエンスに基づくソフトウェア工学の基礎技術と実践の追及
6． 研究期間
2026年4月1日　～　2027年3月31日
7． 研究計画の概要

研究期間の前半においては、ソフトウェアの開発および運用のための、伝統的・ソフトウェア工学、モダン・ソフトウェア工学、データサイエンス・AIにおける基礎技術および実践プラクティスから、自身の業務やキャリアを見据えて必要なものを習得するとともに、所属企業やより広く産業界・社会における活用について考察、議論する。研究期間の後半においては、自身の課題および技術・社会の動向を踏まえて具体的な実践的課題を設定し、その解決に取り組む。
具体的な焦点として、大規模言語モデル（LLM）のレビュー業務への適用について特に注力する。
8． 従来の研究業績の概要

＜論文、学会発表、開発業務＞

(1) XXXXX

(2) XXXXX

(3) XXXXX

(4) XXXXX

(5) XXXXX

＜その他、最近の開発事例＞

(6)＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

9． 委託を希望する研究系
アーキテクチャ科学研究系
１０．希望する指導教員名
石川　冬樹　准教授

１１．備考

	＊以下、国立情報学研究の指導教員の使用欄（了承する場合には、氏名を記入すること）


私は本申請で受入れた受託研究員を適切に指導いたします。　【氏名　　　　　　　　　　】
本事例中の赤文字の部分は、各申請者の状況に合わせて記載ください。他の部分は変更しないでください。記載後にこの注意書きは削除し、�すべての文字は黒に変更してください。








�トップエスイー受講生の参加に責任を持たれる部門長を記載ください。


�職印がある場合はそれを利用ください。無い場合には個人の印で問題ありません。電子的なものでかまいません。時間がかかる場合はなしで先にご提出いただいても大丈夫です。


�後半部分は、現時点での興味を簡潔に述べていただければ大丈夫です。この記載によって何かの制約等が生じるわけではありません。


�記載できることがあれば簡潔に記載ください。


�以下空欄のままとしてください。





